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　「竹藪焼けた」「私負けましたわ」
　上から読んでも下から読んでも同じ文になる廻文（回文）。日
本最古の廻文は「むら草に草の名はもしそなはらばなぞしも花の
咲くに咲くらむ」とされ、平安後期の歌人、藤
ふじわらの
原清
きよすけ
輔（1104-1177）
による歌学書『奥
おうぎしょう
義抄』にも収録されているほどその歴史は古い。
江戸時代に入ると、狂歌は俳諧と並ぶ新しい文芸として認められ、
廻文歌も多く作られた。正月の縁起物である宝船の絵に、「長き
夜の遠の睡（ねふ）りの皆目醒め波乗り船の音の良きかな」（作
者不明）という廻文歌が添えられ、庶民に広く普及した。
　本学の古典籍資料にも江戸時代の廻文歌集がある。
　江戸時代の俳人、鶏
か え で
冠井
い
令
りょう
徳
とく
（1589-1679）編の俳諧選集
『崑
こんざんしゅう
山集』附録：廻文部には、「桃の木のなるをば折るな軒のもも」
など廻文の句が四季の順に収められている。八
や え
重 襷
だすき
という形に
配置したものもあり（写真）、視覚的にも楽しめる。
　廻文歌と言えば、江戸五俳哲や江戸狂歌二大家と称される俳人・
石
い し だ み
田未得
とく
（1587-1669）が有名で、未得の作品は江戸の廻文ブー
ムを作った。『廻文誹諧百韻』（1644）には百もの廻文歌が収めら
れている。他に、未得が自作の狂歌 628首をテーマ別に編集した
『吾
ご
吟
ぎん
我
わが
集
しゅう
』（1649）は『古今和歌集』のもじりで、廻文編に 15
首の廻文歌が載っている。「身の留守に来ては折りとるこの花は
残る鳥をば敵にするのみ」など、秀逸な作品が多い。
　他に、未得ほど有名ではないが、金具師であった名古屋の俳人・
曽
そ
洛
らく
（暮
ぼ う こ う
雨巷四世曽洛, -1837）が編集した廻文歌集『廻文はした柴』
（1824）がある。「松のきのやさ敷ふさや軒の妻」などがあり、な
かなか面白い。
　現代にも、土屋耕一（1930-2009）、島村桂一（1934-）、つかさ
まさかつ／司正勝（1938-）など、回文の達人は存在する。本学
の所蔵から、現代の資料を 2点紹介したい。
　『さかさコトバ回文遊び大事典』（島村）は約 500ページに渡り、
その膨大な作品には圧倒されるばかりだ。島村自身の作品の他、
回文遊びの説明や例、作り方も収められており、円形回文、漢字
重ね、長文、数字並べ、川柳など、様々なジャンルが紹介されて
いる。例えばローマ字回文とは「あんなドジをやったよ。いいぞう、
旦那」（Anna dozi o yatta yo. Îzô danna）（P. 457）といったもの
である。本書にはなんと、早稲田を題材とした回文「早稲田？ん、
とんだ世話」（P. 251）も収録されている。
　『回文ことば遊び辞典』（上野富美夫, 1932-2013）は、島村の作
品から古典や編者の作品まで2,297種の回文を105の項目に分類・
編纂したもので、項目は生活、動植物、医療、スポーツなど多岐
に渡る。例えば「高齢化社会」の項目には「『寝たきり？』『無理
来たね』」（P. 165）など。付録には、回文文献年表、英語など外
国語の回文もある。あとがきにまで「この辞典をさらに、読むの、
頼むよ！」と書かれている。
　さて、筆者も回文愛好者なので、早稲田をテーマに回文を作っ
てみた。皆さんも作ってみてはいかが。
　私早大生だ嘘したわ
　早稲田大隈多し、大幕を出せ、ワ！
　仕方ない～、早稲田はダセーわ、いいなタカシ
●参考文献（本学所蔵資料）
『奥義抄．上，中，下』／藤原清輔 筆（1652）
『崑山集．卷第 1-13，附録』／鶏冠井令徳 編（1656）*
『廻文俳諧百韻』／石田未得 作（1879）
『吾吟我集』．卷第 1-10／石田未得 撰（出版年不明）*
『廻文はした柴』／曽洛 編（1824）*
『さかさコトバ回文遊び大事典』／島村桂一 著（東京堂出版，
1999）
『回文ことば遊び辞典』／上野富美夫 編（東京堂出版，1997）
『ことば遊び辞典』／鈴木棠三 編（東京堂，1959）
『日本のことば遊び』／小林祥次郎 著（勉誠出版，2004）
*古典籍データベースにて画像情報を公開。
※出版年は文中の初版と異なる場合があります。
＜早稲田の本棚から＞
早稲田のおもしろ回文資料
金　栄華 （高田早苗記念研究図書館担当課）
［『崑
こんざんしゅう
山集』附録：廻文部］
